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＊

The　purpose 　of 　this　paper　is　the　explanat 元Qn 　of　the　relationship 　between　the　！ocal 　bank

branches　to　this　manage 皿ent ，　 In　this　paper ，　 DAIJUUKYUU　Bank ，　 SHIGA 　Bank　and 　KAWANISH 工Bank

were 　picked　up 　as 　representative 　of 　local　bank　in　NGANO　Prefecture，　The　changes 　of 　the

capital ，　 the　deposit　and 　the　loan　of 　these 　banks　were 　compared 　mutually ．　Then，　 the　formation

of 　these 　banks　branches　was 　done　alike ，　The　result 　of 　explanation 　is　the　followings．
L　DAIJUUKYUU　Bank　depended　on　NIPPON　Bank　or 　other 　major 　banks　for　fund　of 　loan．　So　the

branches　were 　iocated　SUW
’
A　where 　is　major 　industrial 　zone 　of 　law　silk ．

2，　SHIGA　Bank　financed　law　silk 　rnaker 　or 　fertilizer　merchant 　and 　depended　on 　the　deposit

for　loan．　So　SHIGA　Bank　enlarged 　branches．　 But　SHIGA　Bank　that　adopted 　moderrl 　manager【Lent

of 　a　bank　fai！ed 　ultimateLy ．

3．KAWANISHI 　Bank 　did　not 　adopt 　modern 　management 　of 　a　bank，　but　maintained 　business　over

50　years ，

1 ，は じめ に

　明治期か ら昭和初期に か けて の 長野 県にお け る銀行

の 特徴 は、設 立 数 の 多 さ と資 本規模 の 零 細性 に あ っ た．

こ こ で は 詳述は避けるが、明治 30 年代 には 100行を超

え る銀 行 が設 立 され て い たが、100行 を超 える 銀行 が設

立され た府県 は東京府や兵庫県 など 6〜7府県 に とどま

っ て い た
1
。ま た資本の 零細性の 点で は 、1902 （明治 35）

年 に は 129 行 の 銀 行 が営業 してい た が、92 行 は 資本金

10 万 円未満の 銀行で あ り、そ の うちの 65 行は資本金 5

万円未満とい う状況 で あっ た
2、こ うした状況 は 20年後

の 1923 （大 正 12）年に お い て も同様で あ り、県内 の 85

行 の 銀 行 の うち 、 資本金 が 100 万 円以 上 は 正2 行 で あ っ

たが、10 万円未満は 39 行 で あっ た。こ の 聞に 日本全体

の 経済規模が大きくなり、銀行の 資本金規模も成長 して

い る こ とを考えれ ば、む しろ 長野 県 に お け る銀行 の 資本

金規模 は その零細を強め た とい え る。

　一
般に 資本規模の 拡大、支店数の 増加 ＝支店網 の 形成、

貸金 業的銀行か ら手形決済に よる商業銀 行 へ の 転換が

銀 行 の 近 代化 と され て い る
3
。これ は 同時 にそ の 銀行 が

営業 して い る地域の 経済・産業の 近 代化 と呼応 して い る

と捉 え られ る。そ の 点 か らみ れ ば、長 野 県 にお け る 銀行

業は近代化 に遅れをとっ た ともい える。その
一

方で 長野

県 は 近代 目本の 経済を支 えた製 糸業 が盛 ん で あ り、そ の

点か ら見れ ば、産業化、資本主義化 が進 んだ とい える。
一
般的な近代化 受容の モ デ ル か ら見れ ば、長野県の 銀 行

業 と製 糸業 に代表 され る 工 業 の 関係 に は齟齬あ る よ う

に見 え る。

　長野 県に お け る銀行 の 零細性 と製糸業に 代表 され る

産 業化の 進 展 に は どの よ うな 関係 が あ っ たの で あ ろ う

か
。 本論で は事例 とな る 3 っ の 銀行 を取 り上 げ、資本金

などの 資金の 推移と支店網形成の 関係を示す こ とで 、上

記の 問題に 関す る予察的考察を行 うこ とにする。

　本論 で 取 り上 げ る 3 つ の 銀 行 に つ い て、簡単な略歴 と

取 り上 げた 理 由 を述べ る。まず 第十九 銀行 は 、
1878 （明

治 11）年に 国立銀行 と して 設 立され た 銀行で ある。設 立

主体は佐 久 盆地 の 地 主 で、そ の 多くは地 主経営だ けで は

＊
一

般教科（い わ き市 平上荒川宇長 尾 30）
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仙 究紀要 　第・18号 （2007）　 福 島 1．業 高等専 門学校

なくさまざまな商業活動 に携わ る商人 的な性 格 を持 ち

合わせ て い た
4。本店は小 県 郡 上 田 町 （現 上 田市 ）に設 置

され た。そ の 後国 立 銀 行 か ら普通 銀 行 へ と転 換 し、

1930 （昭和 5＞年に、県内の 六十三銀行 と合併を行い 八 十

二 銀行 となっ た
5
。設 立当初よ り長 野 県 内にお い て 資本

規模や融資額に おい て首位の 銀行 の
一

っ で あ っ た 。
つ ぎ

に 志賀銀行 は 1896（明治 29）年、南佐久郡 野沢 町 （現佐久

市野沢 ）に設 立 され た 銀行 で あ る 。 設立 主体は地 主 と商

人 双 方 の 性格 を持 っ 神津家 で あ っ た
6。志賀銀行 は

1923（大正 12）年に上田銀行などと合併を行い 中信銀行

とな り、さらに 1928（昭和 3＞年に 長野実業銀 行な どと合

併 して信濃銀 行を設立 した 。 信濃銀 行は資本金額や 支店

数などで 、第十九銀行などと並ぶ有力行になっ た。しか

し 同行は 合併時に 不 良債権処理 が不 十分で あ り、1930

年の 昭和恐慌を きっ か けに 破綻 した。最後の 川 西銀行は

1881（明治 14）年設立 の 銀行で あ る 。 本店は小 県郡中塩

田村 （現 上 田市中塩 田 ）におか れ た。同 行は合併や増資を

ほ とん ど行 わず、1933（昭 和 8）年 に廃業 してい る。

　 こ れ ら 3 つ の 銀行 は、次の よ うな理 由で 取 り上 げ た。

ま ず第十九 銀 行 は国立 銀 行 時代 か ら県 内の 上 位 行 と し

て 活動 し、数度の 経営難を克服 した後、昭和初期の 合併

政策 に よっ て、戦後 に続く地方銀行の 地位を獲得 した。

い わ ば 日本 の 近代化 と歩 を一
に し た地 方銀 行 とい える。

そ れ に 対 して 志賀銀行 は 大蔵省や長野 県の 合併政策 に

呼応 して 県内有力行に なっ た もの の 、経営破 綻 に よ り戦

後 まで 生 き残れ なか っ た銀 行で あ る
？

。 合 併
＝資本 強化

とい う 「地方銀行の 近代化 」に沿 っ た経営方針を選択 し

た に もか か わ らず、存続で きな か っ た銀 行 の 典 型例 と し

て 取 り上 げた。川 西銀 行 も戦 後 まで 存続 で きな か っ た銀

行 で あ る が 、志賀銀行 と異な り合併 に 消極 的 で あ り．い

わ ゆる 「地 方銀 行の 近代化政策」 に呼応 しな か っ た銀行

で ある。に もか か わ らず結 果 的に は 志賀銀行 ・信濃銀行

よ りも経営期間は 長く、「近代化政策」 が 地域近代化の

現実 と齟齬が あ っ た こ とを裏付 け る銀 行 と して取 り上

げ た 。

　また、こ れ ら 3行は い ずれ も長野 県東信地 域の 資産家

が 同地 域に 設立 した銀 行 で あ る 。 長野 県 東信 地域 は県 内

で も銀 行設 立 の 動 きが早 か っ たの と同時に、零 細な銀行

が昭 和初期まで 残存 し た地域 で もあ る
8
。 その 点 で同 地

域 は 長野県の 銀行業の 特 徴が典型的に 現れ て い る地域

と考え られ、これ も 3 っ の 銀 行 を事例 と して取 り上げる

理 由で ある D

2 ．資金の推移

　こ こ で は第十九銀行、志賀銀行、川西 銀行 にっ い て、

資本金、預金、貸付金の 推移に つ い て み て い くこ とにす

る。 3行 を比 較す る期間は 1903 （明治 36）年か ら 1933

（昭和 8）年 の 30 年間 とす る。そ れ ぞれ の 数値の 典拠

は 『銀行通信録』に掲載 され た 半期 ご と営業成績を元 に

し て い る。

　まず 、 資本金 の 推移を図 1で 見てい くこ とにする。 第

十 九銀行の 場合、1903年 時点の 資本 金 は 94 万 円弱 で 、

1913 年ま で に段 階的な増資を行うこ とで、180万 円にな

っ た。1903 年以 前か らの 資本金 の 変化 は、1896 年まで

が 20 万 円、そ の 後段階的な増資を経て、1900年 に 94

万 円弱まで に 増資が行 われ て お り、こ うした事実を踏ま

えれ ば、1910 年代 ま では創 立時 か らの 資本 金 を漸増 さ

せ て い くや り方が取られて い た とい える。とこ ろが 1920

年前後か ら資本金 の 増強が相次い で 行われ る よ うに な

る。1919年 に は 2 回 の 増資が行 われ 、資本金 は 450 万

円にな り、翌年 には 862 万 円 へ と、 倍 々 の 増資が行 われ

た。資本金の 急増は第
一
次世 界大戦に よる経済の 膨張に

ともなっ て 、後述す るよ うに預金 ・貸付金が急増 した こ

とに 対 応す る もの で あ っ た。1920 年 の 増資を最後 に、

こ れ以 後増資は行われず、1931 年 の 合併 に よっ て、逆

に 減資が行われて い る
9
。

　 志賀銀行 は資本金 を急増 させ た 銀 行で あ る。
1896 年

の 設立 当初は資本金が 廴万 5 千円 しか なく、同時点の 第

十九銀 行 の 1／14程 度 で あ っ た銀 行 で あっ た。1903 年 時

点 で も、資本金 は 7万 円程度 で あ り、い わゆ る零細銀行

の
一

つ で あ っ た。しか し、1904 年の 株式会社化 を契機

に 資本強化を図る よ うになる。特に 1918年まで に資本

金 を 7G 万 円に増資 した 後、す ぐに 2 回 目の 増資に踏み
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切 り、
1920 年 には 資本金 200 万 円を達成 して い る

1°
。さ

らに 1923年の 中信銀行合併に よ っ て 500万 円、1928年

の 信濃銀行 と合併に よ っ て 700万 円と資 本増強 を図 り、

長野 県内の ベ ス ト3 に入 る銀 行 へ と成 長 した。グラ フ が

階段 状に変化 して い るの は合併に ともな う増資で あ り、

志賀銀 行 を 中核 とす る東信地域の 中小銀行は、統合を繰

り返 して県 内有力行 になっ てい っ た。

一一皿．
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　こ れ に 対 して 、川 西銀 行の 資本金 は 微増に と どま っ て

い る。1903 年 時点で の 資本金 は 5 万 円弱 で あ り、志賀

銀行 と同規模 の零細銀行で あっ た。その 後志賀銀行が、

数年 お き に数倍ずつ 資 本金 を増や して い くの に対 して 、

川西銀行は 10 年単位 で 見 て も 2倍 か ら 3 倍程度 の 伸び

に と どま っ て い る。唯
一

の 例外 は、1930 年 の 合併に よ

っ て 資本金 が倍以上 に増加 した 事例が あるが、それで も

最終的 な資本金額は 50 万 円 まで で あ り、志 賀銀行や第

十九銀行が 700〜8GG 万 円前後 ま で 増資を続 けた の とは

対 照 的で あ る。とくに 志 賀銀 行 と川 西 銀行は、1900 年

代で は資本金額 にほ とん ど差 がな か っ た だ けに、両行 の

資本金の 推移は 、 経営方針の 相違、さ らには経営基盤 の

地域性 の 相違を予想 させ る．

　第
一
次世界大戦の は じま る 1914年ご ろ ま で は 、各行

とも資本 金規模に応 じて、預金 を漸増 させ て い る （図 2）。

そ して 第
一

次世 界 大戦 を契機 に、第十 九 銀 行 が ま ず、預

金額を急増させ て い る。とくに大戦終了 前後に は、前年

比 で 100％前後 とい う高い 伸び 率で 、預金 を急増させ て

い る。志 賀銀行 も預金 額は増加 して い るが、その 伸び 率

は、第十 九 銀行 に比 較す る と、低 い まま で ある 。 志賀銀

行が預金を急増させ る の は、1923 年の 中信銀行 へ の 合

併に よ っ て で あ る。こ れ 以後は 預金 の 規模 で 第十九銀 行

と同規模 にな っ て い る。さらに 1928年 の 信濃銀 行合併

に よっ て、預金額は 県 内最大にな り、第 十 九 銀行 の 倍 以

上 に なっ た。その 後 1930 年代に入 る と、第十九銀行は

六十三 銀 行 との 合 併 に よ っ て 資 本 金 を 倍増 させ た の に

対 して、信 濃 銀行 は恐 慌 の 影響 に よ っ て、預金 を漸減 さ

せ て い る、川西銀行 に つ い て は、預金 の 増加 は あ る もの

の 、前 2行 に比 較 すれ ば そ の 規模 は小 さ く、1928 年 の

合併を機 に 若干 の 増加 が 見 られ る 程度で あ る。
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　貸付金の 推移で は 3 行 はそれ ぞ れ特徴の あ る動きを

見せ て い る （図 3＞。まず第十九銀行は 半期 ごとの の 貸付

金 額 の 変化 が 多い 。基 本 的 に は前 期 の 貸付 金 に対 して 後

期 の それ は約 半分 に とどま っ てい る。 これ は第十 九銀行

が製糸金融 に特 化 し、購繭資金融 資 と繭を担保 と した 前

貸 し制度 を実施 した こ とで、おお よそ 6 月 に資金需要が
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節変動を繰 り返 しなが ら、1903年以 降、19t7 年 ごろま

　　 fi自団e
　　 司fi口0
　　 4UdりM
　　 SNMO

　　 SDDN

　 　 霍
　 　 朝2Ett“
　 　 墓　　 節 『
　　 15EOP

　　 lOFOS
　　 fia口『
　　　口
　 　 　 F8 羃瀋舅li 幹 曇 li喬 E ≡ i ∈ i 翼譯竇琶翼 F雲罫疂疂窪電！婁婁曁婁！

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f／t哂融

　 　 　 　 　 　 　 　 　 齢 　3τ抑 賃 甘 孟砌 嬬溷訊1903 卿19 ｝
　 　 　 　 　 　 　 　 瑕 庁通 偲鮃 各 年巻 の2月 号及 びe月 号の 半朋 嘗某 鞭岩 ‘り庁級

で は貸付金 は順調に増加 して い る
ll

。 しか し L918年にな

る と貸付金の 急増とともに、後半期にお け る貸付金額の

減少が見 られ な くなる。これ は 製糸 会社か らの 資金 回収

が進まず、融資の 固定が進ん だ こ とを表 して い る。これ

以 降、貸付 金 の 急増は続 き、1924 年 には 4500 万 円近 く

まで増加 した。1920 年代後半になる と貸付金の 減少が

始まる が、前期 と後期に 見 られ た 資金 変動の 動きは 完全

に消 失 して い る。1931 年の 合併に よっ て 、貸付 金 は い

っ たん 4000 万 円台 まで 回復す るが、以後 は漸 減 して い

き、3500 万 円前後で推移す る よ うに なる。

　志 賀銀 行 は 第十 九銀 行 の よ うな 半期 ご との 資 金 需 要

の 波は認 め られ ない。若干、後期の 貸付金 が多 くなる傾

向 が 見 られ るが、明 瞭なもの で は な い。志賀銀行の 顧 客

が養蚕農家、蚕種製造家、倉庫業者や 繭糸 会社な どの蚕

糸関連 の 企業、中小 の 製 糸 業者 な ど多岐 に 渡 っ て い た こ

とが反 映 され て い る と考え られ る
12。む し ろ 同行の 場合、

着実に 貸付金 を伸ば して い る点 に特 徴が あ る。1903年

の 時 点 では、12 万 円程 度の 貸付 金で あっ たの が 、第
一

次世界大 戦が始ま っ た 1914年以 降漸 増傾 向 に 入 り、中

信 銀行合 併直前 の 1920年 代 前半 に は 800万 円前後の 水

準 まで に拡 大 して い る。さ らに 1923 年の 中信銀行合併

を契機に 180Q万 円台、1928年の信濃銀行合併に よ っ て

・一
気 に 4400万 円台 まで 拡 大 を果 た した。こ れ は合併に

ともなう効果で あり、合併行そ れぞれの 債権 を合わせ た

結果で あっ た。

　 川西 銀 行 は前二 つ の 銀 行 と比較す る と、融資規模そ の

もの が小 さく、し か も昭和初期 に なっ て も金額の 伸び が

小さい。1903年時点の 融資額は 7 万 円程度で あ り、
50

万 円台 を超 え るの は 1924年に なっ て か らで ある。前出

の 2 行 が 第
一

次世 界大 戦 に よ る輸 出拡 大 を契機 に 貸付

金を大幅 に増加させ たの に 対 して 、川西銀行は 積極的な

貸付拡大策を採らなか っ た （あるい は採れ なか っ た ）。

1928年 に 融資額が 100 万 円弱 に 達す る が、これ が 同行

の 貸付額の 最高点で あ っ た。こ の 金 額は銀行 法施 行 に と

冨　
｝箪†九細〒
一卜志 賀謝〒

轡州 西 駢ラ
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もな う合併の 結果で あ り、そ の 後 の 昭和恐慌の 進行に よ

っ て 融資額は減少 して い る。

3 ．店舗配 置の類型

　こ こ で は第 十 九銀 行、志 賀銀行 （信 濃銀行 ）、川西 銀

行それ ぞれ の 店舗配置 か ら、各行の 経営方針 と経営上 の

地域的 な基盤を み る こ とに す る。

a ．第十九銀行

　図 4 は設立 時期別 に 見た第十 九銀行の 店舗配置を示

した もの で あ る，時期区分は 、明治初期の 国立 銀行設立

ブーム か ら私立銀 行 転換前ま で の 支店配置を示 す 1877

年か ら 1897 年ま で、つ ぎは 目清戦争 に よ る産業革命の

進展と、諏訪製糸業の 拡大期か ら、第
一

次世界大戦に よ

るシ ル ク ブーム （大 正バ ブル ）の 影 響を受 け た 1897年

か ら 1920年まで、そ して 最後 は六 十 三銀行との 合併が

行 われ た 1930年ま で の 店舗 配 置で あ る。

　図 4 か らわか るこ とは 、 第十 九 銀行 の 特徴 は、店舗数

が少ない 点にある。設立時の 1880 年代か ら1930年代ま

で 、資本金規模 で は ほぼ 同等の 六 十三銀行などと比較 し

て 、店舗数 は 半分程度に とどま っ て い た
13
。

　国立 銀行 時代 （1877〜97 年 ）の 店舗 は、上 田本 店に

東京と長野の 支店、諏訪と岩村田 の 出張所の 計 4 店舗 で

あ っ た，こ の うち諏訪出張所 と岩村 田出張は生 糸お よび

繭の 出荷時期の み 営業す る季節出張所で あっ た。各店舗

は 、長野 （公 金取扱）、東京 （生 糸荷為替の 代金 引受）、

上 田 本店、諏訪出張所、岩村 田出張 所 （生 糸 買付資金 の

融資） と、それ ぞ れ の 機 能が 特化 して い た。

　つ ぎ の 産業革命を経て 、第一
次世 界大戦の シ ル クブー

ム （大正 バ ブル ）の 時期 にお け る店舗配置 は っ ぎの よ う

で あっ た。まず、諏訪出張所が 岡谷支店 に昇格 したほ か、

上 諏訪、下諏訪 に 出張 所 が闕設 され、諏訪 地域 にお け る

製糸金融機能の 強化が 図られた。逆に生糸買付融資の 需

要が減少 した岩村 田出張所は 閉鎖 され た。代わ りに繭買

付 資金 融資 を 目的 に野沢倉庫 株 式 会社 を 1901（明治 34）

年 に 買収 して 野 沢支店 を開設 して い る。また、日本銀行

松本支店開設（1914）に あわせ て 松本支店を 1916年に 開

設 して い る。各 店舗 は、預金 、融資、手 形割 引 な どの 複

合的な 目的を持合わせ る よ り も、特定の機能を果たすこ

とに 重点が置か れ、国立銀行時代 と同様の 店 舗 配置が行

われ て い た。

　 1920年以 降の 新設店舗 は、い ず れ も 中小 銀行 の 買収 ・

合併に よる もの で あ っ た。被合併行 の うち、南佐 久銀 行

と東 山銀行 は、1915 年 以降、第十 九 銀 行経 営 陣 の 黒澤

鷹次郎 （頭 取 ）、中山武 三 郎 （監 査役 ）それ ぞれ の
一
族

　 　図 4　第十九銀行の 支店配置 （1878〜1930＞

A ：1877〜91に 設置された支店、B ： 1B97〜1920に 設置された支店、

C ： 1920〜1930に設置された支店

　 　 　 　 　 （『銀行総撹 1の各年版より作成）

が 経営に参画 して お り、人事面 で の 系 列化 が 進ん で い た。

また中野銀行も業務提携の 関係に あり、一種の 系列行 で

あ っ た
14

。 こ の こ ろに なる と大蔵省 は中小銀 行 の 合併を

慫慂する よ うに な り、南佐久銀行以 下 3行 の 買収は、こ

うした 政策的 な動 きの 影響 もあ っ た と考 え られ る
15。こ

の 結果、第十 九銀 行 は東信地域 の 佐久盆地南部 と、北信

地域 の 下高井郡 を 中心 と した地域 に 新た に 基盤 を持 つ

よ うに な っ た 。 た だ、経営 の 中心 は上 田本 店、岡谷 支店

を は じめ とす る諏 訪地域の 各支店、そ して 東京支店で あ

り、短期的な 運用 資金 を調整 す るた め に松 本 ・長 野両 支

店 が 配 置 され る と い う、そ れ ま で の 店舗 ご との 機能分担

に 大きな変化は なか っ た。

b．志賀銀行

　志賀銀行か ら信濃銀行に い た る 店舗配置は 、志 賀銀 行

期 （1896〜1923）、中信銀行 期 （1923〜1928）、信濃銀行

期 （1928〜1936 ）を 図示 した （図 5 − 1〜図 5 − 3 ）。

　1914 年まで の 志賀銀行の 店舗配置 は、佐久盆 地 内の

主要 な都 市で ある岩村田や小 諸、望月 に支店が配置され、

本 店の 野 沢町 を 中心 に 佐久盆地内 を営業範囲に ほ ぼ納

め るよ うに なっ て い る。志賀銀行が店舗を配置 した 野沢、

岩村田、小 諸などは い ずれも繭、肥料、燃料などの 集散

地 で あ り、同行が養蚕農家 とそ れ に 関連す る企 業 を中心

に 営業活動を行 っ て い た こ とを示 して い る
16

。
こ れ らの
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〜

　 　 　 図 5−1 志賀銀行の支店配 置 （1896〜1923＞

　 A 　19N 年まで ：設 置 された支店、　 B ；丁915〜1923に設置され た支店、

　 　 　 　 　 　 　 （『銀行総攬』の 各年版よ り作 成）

中小都市には、志賀銀行以外 に も、地元 の 銀行及び県内

の 有力行が支店 を配置 し、銀 行 間の 競 争が存在 した。ま

た、臼田町 以 南に は 支店が 配 置 され ず、佐久 盆地 南部 は

営業範囲か ら外れ て い た。佐久盆地南部は 南佐久銀行、

東山銀行、千曲銀行、黒澤合名会社など中小銀行が並立

して お り、人 口や 企業数 な どの 関係か ら、あえて 支店進

出 を避 けた と考え られ る。また 1914年、採算の 低か っ

た志賀支店を廃止 してい る。

　1915年以降、第
一
次世界大戦 に よ るシ ル ク ブーム が

始 ま る と、志賀銀行は 経営拡大の 方針 を とるよ うにな る。

まず 1916 年、佐 久 盆地 内 の 志 賀、桜 井、岸 野 の 3 ヵ 所、

小県郡の 和村、丸子 町 お よび更級郡 の 上山 田村に代理 店

の 新規 開設 が行われ た。代理店は 支店や出張所 とは 異な

り、店 舗機 能 と しては 小規 模 で 臨 時 的 な もの で あっ た が、

そ れ まで の 佐久 盆地 内 に 加 え て、小 県郡 か ら更級郡 へ と

営業範囲を拡 大 させ た。1918 年 には岸野銀行 （本店南

佐 久郡 岸野 村） を買収 し、岸 野 に 支店 開設 をお こ な い 、

同年に長野 市に支店を開 設 した。1920 年 に は小 県郡 県

村 に 田 中支 店 を、1923年に は 古阿 曽銀行（本店小 県郡 東

塩 田村）を 買収 し、東 塩 田村 と丸子 町 にあ っ た 同行の 店

舗 をそれ ぞれ 支店に した。こ う した
一

連の 動 き は、志賀

銀行が佐久盆地内の 営業か ら、信越線に沿 う形 で小 県郡

さ らに は 長野 市 へ とそ の 範囲を拡 大 し て い っ た こ と を

示 して い る 〔図 5 − 1 ）。

　 こ う した志賀銀 行 の 経営拡 大 を うけて 、大 蔵省 と長野

県 は 1923年に、上 田銀 行 （本 店上 田市 ）との 合併を慫 慂

　 　 　 　図 5−2　中信銀行の支店配 置 （1924〜28）

　 A ：旧 志賀銀行支店．B ：旧上 田銀行支店、　G ：その 他の 銀行の 支店

　 　 　 　 　 　 　 （8銀行総驪』の各年版より作成）

し、志賀銀行 もこ れ応 じた
IT。こ の 結果 、　ig23年 に志賀・

上 田両行中心 に、9 行が合併する形で 中信銀行が 設 立 さ

れ た 。 志 賀銀 行 の 店舗 は、農村部 を中心 に して くま な く

配置され る傾向にあっ たが、銀行業務全体を統括する本

店所在地 が野沢 町 で、情報 ・通信や顧 客 との 近接性 に劣

る側 面 が あ っ た。上 田銀 行 は、本店 が 上 田市 （1919 年に

市に昇格）で あ り、本店業務に差 し支えは なか っ たが、

店舗 網 が 上 田周 辺 に 限 られ、しか もそ の 大 半が合 併に よ

る もの で あ り、営業範囲や顧客開拓 に制限 がある こ とが

難点 で あ っ た。こ の 点 で 合 併 は 、両行 の 欠 点 を補 う形 で

な され た こ とが わか る。中信銀 行 の 店舗 配置は 、佐久郡

中 心の 志賀銀 行 と、上 田中心 の 上 田銀 行 が核 とな り、こ

れ に 被合併の 中小 銀行店舗 が 補完す る形で 支店網を形

成 して い た。志賀銀 行は 合併 を行うこ とで 、それ ま で の

農村金融 に重点を置 い た銀 行 か ら、都 市部 にお ける製糸

業や倉庫業を中心 と した 流通業への 融資を拡大させ る

とともに 、手形 割 引な ど商業銀行 と して の 機 能 も拡 大 さ

せ るこ とにな っ た （図 5 − 2）。

　中信銀 行の 設 立 か ら 5年 後、長 野県 や大蔵省、日 本銀

行の 奨励 もあ り、中信銀 行、長野実業銀 行 （本店長野市〉

が 中核 とな っ て、合計 9 行 の 銀行 合同 に よ る信濃銀行 が

設 立 され た （1928年 ）
19。同行は こ の 時点で長 野県 最多

の 支店 を擁する銀行へ と なっ た。信濃銀行の 支店配置を

図 5 − 3 に 示 した。一見 し て わか るよ うに東信地域全域

か ら長野盆 地 を 中心 と し た北 信地 域 へ ひ ろ く店舗 が配

置 され て い た こ とが わか る。しか も佐 久 盆地や 上 田盆地
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　　　 図 5−3 信濃銀行の 支店配置 （1928〜1930）

　 　 　 　 　 　 　 （『銀行総副 の各年版よ り作成）

な どは支店 が 稠密 で あ り、重 複店 舗 が 多数 存在 して い た。

そ の
一

方 で諏 訪 や 松 本 盆地 な ど へ の 支店展 開 は皆無 か

ごく少数に とどま り、支店数 で は県内最大 で あ っ て も、

その 分布に は 偏りが ある。これ は、中信銀行 と長野 実業

銀 行 を 中核 に、東信 地域 、北 信 地域 の 中小銀 行 を合 同 さ

せ た結果で ある。店舗の 効率性 か ら見て 、信濃銀行は 問

題 の 多 い 銀行 とな っ だ
9。

c ．川西 銀行

　最後に川西 銀行 につ い て、図 6 に示 した 。 図 か らわか

るよ うに 、同行 は 支店 をほ とん ど設 置 せ ず、1931 年の

合併以外は 、店舗数 に 大 きな変化 が ない 。しか も合併

前 ・後 の どち らの 店舗 配 置 も、本店か ら半径 10km 以内

の 範囲に と どまっ てお り、営業範囲が局 地的で あっ たこ

とが わか る。

　本店 ・支 店の 立地 が 局地 的 で あ る こ とは、預金 、貸付

金の 対象 となる顧客層の 資産規模、祉会的属性な どが 限

定 され て い た こ とを示す，川西 銀行 の 場合、上 田盆地 の

千曲川 左岸の 平坦 地、一般 に塩 田平と呼ばれ る とこ ろに

本店 ・支店は 立地 して い た。こ の こ とか ら、川 西銀 行 は

上 田盆 地 さ らには塩 田平の 地 域経済に 密着す る形 で存

立 して い た とい え る
2°

。
こ の こ とは同行 の 経営基盤が 限

定的で あ っ た の との 同 時に安定 して い た こ とを意味 し

て い る 。
こ こ か らは第十 九 銀 行や 志賀銀 行 と は 違 っ た 銀

行経営の 戦略を見る こ とがで きる。

4 ，近代 化 へ の 対応 と支 店配 置

　　　　　 図 6　川 西銀行の 支店配 置 （1931）

　 　 　 　 　 　 　 1『銀行総撹』の各年版よ り作成）

　 3 行 の 支店配置 は そ れ ぞれ 特徴の ある もの で あっ た。

そ こ で 支 店配 置 と資金 運 用 の 関係 を次にみ る こ とにす

る 。

　第十九銀行の 支店 と資金の 運用方法は、つ ぎの よ うな

もの で あ っ た。明 治 中期 以降、第十 九 銀行 は 岡谷支 店 を

融資専門の 支店、東京支店を融資回 収の 支店、それ 以外

の 支店 を預 金獲 得 お よび 資 金借 入 の 店舗 と位 置 づ け て

い た。とくに第
一

次世界大戦に よる生糸輸出が拡大 した

大正 期以降、岡谷支店の 融資額は 全 行の 70〜80％ に 達

した 。 融資期間は 、 春繭の 出回 る 6 月後 半か ら秋 繭の 終

わ る 10 月い っ ぱ い に 限 られ た。融 資担保 は 各製糸 会社

が購入 した原料繭を指定 の 倉庫 に入 庫 させ、そ の 入 庫証

に 担保 を設 定す る方法が と られ た。こ の た め に 第十九銀

行は、上田倉庫、諏訪倉庫 とい う倉庫会社を設立 して い

る。また預金 だ けで は 短 期間に集中す る資金 需 要に応え

られ ない ため、東京 な どの 金融市場 か ら短期借 り入れ を

行 う方法が と られ た。代表 的 な方 法 として は、「明治 23

年の 金 融梗 塞の 折 、黒 澤頭 取 は、時の 銀行 局局 長田尻 稲

次郎の 示唆を得て 、開明社社長 の 片倉謙太郎を説き、横

浜 の 生糸 商小 野 商店 引受 け の 為 替手 形 を振 り出 させ 、こ

れ を第十 九銀行が 買 い 取 り、日本銀行に再割引し て もら

っ た。この 方法は 信用度の 高い 製糸家 と問屋 間に限 られ

た もの で は あ る が、従来の 製糸家振 出の 約 束手形 に問屋

の 信用 を加 味 した もの で、金 融市場に 好評 を博 し、問屋

引受手形 と称 して 広 く利用 され る よ うに な っ た」 （『八

十二 銀行五 十年史』5r　T ）とあ るよ うに、目本銀行か ら

の 借入 金を利用する もの で あっ た。この 再割引に よる資
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川 岫 ： 長 野 県東 信 地 域 にお け る地 方 金 融機関の 支店展開〜明治初期か ら昭 和恐慌期 を 中心 に
〜

金調 達 に東京支店および 松本支店 が大 きな役割を果た

した。

　以 上の こ とか ら、第十九銀行は製糸業の 近代化 （機械

生産 と工 場生 産の 導入 ）、お よび近 代的な通貨制度、全

国規模で の 金融市場の 整備に 呼応 す る形 で 、支店配置を

行っ た とい える。資金 バ ラ ン ス は 短期借入 金 に依存 す る

剖合 が高 く、その 点で は 「近 代的 な 」銀行系絵とは異な

っ た もの あ っ たが、明治中期には 動産担保 リス ク をか な

り正 確 に評価で きる シ ス テ ム を同行 が持ち えた こ とは、

注 目されて よい 。

　志 賀銀 行か ら信濃銀行 に い た る過 程 で の 同行の 資本

金や 支店に対する方針は、基本的に規模を拡大す る とい

うもで あっ た。と くに 志賀銀行を株式会社化 して以降は、

積極的な増資策 を行 うと ともに、支店展開を佐久盆地 か

ら上 田盆地、東信地域 か ら北信 地 域へと拡大し て い る。

同時 に運 用資金 は基本的に 預金が 中心で あ り、不足分 を

短期借入 金で まか な っ て い た 点に ある。こ れは 先述 した

よ うに 志賀銀行か ら信濃銀行 に い た る まで 、融資の 対象

とな る顧 客層が養蚕農家、蚕 糸関連の 企業 （繭糸会 社、

倉庫会社、肥 料商な ど）、中小 の 製糸業者 で あり、資金

需要 の 規模 や 時期が 分散 して い た こ とが影響 して い る

とい え る。

　試 み に、志 賀銀行 と第十九銀行の 預貸率を比 較 してみ

る と次の よ うな傾向がわか るc 第十九銀行の 預 貸率は非

常に高 く、1903年か ら 1920年 ごろまで は、貸付金が伸

び る前期で は 40（瑞以上、高 い 年に は 900％近くに な り、

貸付 金 が減 少す る 後期に お い て も 20〔瑞を下回 るこ とは

なか っ た。こ れ に対 して志 賀銀 行 は 預貸率 が 100〜200％

台 に あ っ た。しか も 1923年 と 1928年の 合併に よ っ て も

変化が ほ とん どない （図 7）。

　経営内容 を見る 限 り、志 賀銀行は 信濃銀行 に なる まで

支店網 の 展 開 に よっ て 預金 を獲得 し、同時に貸付を行 う

と い う 「近 代 的なJ 経 営 を行 っ て い た とい える。し か し

合併 に よる預貸率の 変化が ほ とん ど見 られない とい う

こ とは、合併の 対 象行 と志 賀銀 行 の 経営体質に 大 き な違

い がなか っ た こ とを意味 して い る。この こ とは合併に よ

る 経営体質の 変化 あ るい は 改 善に は成 功 しな か っ た と

い え、とくに債権が 同傾向に あるもの が多くな り、結果

として 1930 年か らの 昭和 恐 慌 にお い て 、
一

気 に 不 良債

権化 した と考え られ る
21。

　製糸 金融 に 特化 し た第十九銀行や地域経済に 対応 し

た経 営規 模 と支 店配置 を行 っ た志 賀銀行 に 対 し て 川西

銀行 の 経営方針は どの よ うな特色 が あ っ た の で あ ろ う

か。こ の 問題 に対 す る答 え には 2 つ の 点 を 明らか にする

必 要が あ る。まず
一

つ は 川西 銀行 の 経 営 内容 が 前者 2 行
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に比 較 して どの よ うな 内容の もの で あ っ た の か とい う

点、も う
一

っ は川 西銀 行 をは じめ とす る資本規模の 零細

な銀行が 存 立 し え た 地域経済 と製糸 業 に代表 され る長

野県経済の 関係で ある。本論では紙面 の 都合もあ り、こ

の うち前者の 経営内容に つ い て 検討を加 え、後者につ い

ては稿 を改めて考察す る こ とに した い、

　川西 銀 行 の 経 営 を考 え る場合、資本 金 規模や 預金額、

貸付 金 額を第十 九銀 行な ど と比 較す る こ とは 意味が な

い 。同行は 資本金や支店を拡大 し ない 経営方針を採 っ て

い た か らで あ る、 しか し 、 川 西銀 行を含む 3 行の 利益 率

を比 較す る こ とは 、同行 の 経営陣が銀行経営に どの よ う

な 評価 あ るい は期 待 を持 っ て い たの か を推 測 し うる 指

標となる。図 8 は川 西銀行 を含む 3行 の 利 益率 の 推移 を

示 した もの で あ る。こ れ を見 る と川 西銀 行の 利 益率の 動

きは、前 2行に比較す る とかな り特異な もの に見え る。

ま ず季節変動の 幅が 大き い 。しか も利 益率 が 3 行 の 中で

は
一

番高い。また L920年 か ら25年 ごろを境に、利益率

の 動 きが前 2行 で は 変化 が見 られ たの に 対 して 、川 西 銀

行はそ の 変化 が少 ない とい う特 徴 が あ る。 まず 利 益率の

幅に つ い て で あ る。1920年 ごろ まで は前期 が IQ〜15％

程度で、貸付 を大 幅 に伸ば して 利益 を上 げて い た 第十九

銀行 を上 回 る利益 率 で あ る。しか し後 期 は 5 ％ を下回 る

程度の 利益率 しか 出てい ない 。1920 年に 24％台 の 高い利

益 率 を上 げ る が、こ れ を境 に 利益率は低下 を始め る。

1925年以降は 10％を上 回る こ とは なくなるが、季節変

動 は 依 然 と して 維 持 され て い る。と く に 1915年 ごろ か
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ら散見 され る よ うに なる の が、後期に事実上の 嘸 配」

が行われ て い る こ とで ある。これ は 1925年以 降ほ ぼ定

着す る。しか し第 十 九 銀 行や信濃銀 行 とい っ た 資本金や

預金に 余裕 の ある と見られた 銀行で も 1928年 ごろ か ら

利益 率 を確保 す る こ とが難 し くなっ て い る に も か か わ

らず、川西銀行は合併を行 う 1931年まで、前期だ け見

れ ば 6 〜8 ％の 利益 率 を確保 して い た。む しろ合併に よ

る資本増強 後に利益 率 は低 下 し、信濃銀 行 同様、「無配」

を続けるこ とになる。

　以上 の こ とか らわか るの は、零細銀行 で も資本規模や

支店数 の 面 で 上位 に あ る 銀行 と比 較 して 利益 絵率は劣

らない とい うこ とで あ る、こ れ は川西 銀 行の 経営陣 か ら

すれ ば、あえて合併を行わなくて も、一定水準の 利潤を

確保 で きる こ と意味 して い る。零細銀行の 多くは 経営陣

と 主要株主が 重複 し て お り、経営陣の 判 断 と株 主 の 判 断

は
一
致す るこ とにな る 。 銀 行 経営の 基本で ある利潤 とい

う点で は、零細銀行の 存続は 合理的で あ っ た とい え る。

5 ．残された問題点

　以上、第十九 銀行、志 賀銀 行、川 西銀行の 3行に つ い

て 資金の 推移と支店配置の 特色を見て きた。そこ か らは

次の よ うな特色が指摘で きる。第十九銀行の 製糸金 融は

地域 内の 余 剰資金 で は 不 足 し、そ の 過 半 を地域 外、と く

に 日本銀 行や 大 手都市銀行か らの 短期融資で ま か な っ

て い た。こ れ は問題の 多い 経営 とい え る、しか し第十九

銀行 は担保設定の 方法な どで 融資 リス ク を 引き下 げ製

糸企 業の 近代化を資金面 で 推進 した。っ ぎの 志賀銀行は

預金 を資金源 と し支店の 拡大 に よ っ て 経営の 近 代化を

進め よ うと した が、結果 と して 昭和 恐 慌 （L930）に よ っ

て 破綻 した。 その 近 代化 に消極的で あ っ た 川 西 銀 行 は 明

治初期 よ り昭和初期まで 営業期間 を維持 した 。

　こ こ で 、問題 とな るの が次 の 3 点で あ る。まず第十九

銀 行 が 製糸金 融に 特化 で き た理 由、つ ぎに志賀銀行 が

「近 代化」を行 い なが ら、最終的に 成功 しなか っ た 理 由、

最後に川西銀行 が一
定水準の 利益率 を維持 で きた 理 由

で あ る。そ して これ らの 銀 行 はい ず れ も長 野 県東信地 域

に立地 し、経営陣 も同地域の 出身者で あ っ た こ とか ら、

上 記 の 3 っ の 問題点 は 長野県東信 地域 の 近代 化 につ い

て の 問題を示 して い る とい え る 。 そ こ で、今後の 課題は、

各銀 行経営陣の 銀行 経 営 に対 す る考え方や経済観 の 形

成過程、それ ぞれ の 銀 行経営を支えた製糸業とその 関連

産業の 成長過程、製糸業関連産業 を支えた 企業家の 系譜、

東信地域に お け る農村金融の 特徴などで ある。

　 さ らに長野県東 信 地域 にお け る 江 戸 時代以来 の 商業

活 動 の 系 譜や幕末か ら明治初期 にお け る海 外 市場 での

投機的な取引とい っ た長期的に形成された経済観、社会

観、さらに は大同 団結する よ りも個別 の 利潤を追求す る

傾向が あ る と され る長 野 県 入 ある い は信州人 の 気質形

成に つ い て の 考究 を行う必 要があ る と考え られ る。

付記 ：本稿は科学研究費補助金 「公権力の 空 間認識に係

る近代歴史地理 学的研究」 （課題番号 17320130 ）の
一
部

を使用 し た。
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